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適用距離

建築可能範囲

適用距離

敷地境界線

31ｍ

隣接を避けて日照・通風を得る。

▲軒で一体化した境界（経堂小学校通り三ツ和会）
隣の一部分を借りて場をつくる。隣同士の隙間をつなげる

増幅 回避補完 攻防
空地では迫り、密集部分では後

退して空地を立体的に活用する。

　店舗併用住宅の隙間に着目すると、隣り合う 2

軒が補い合って、ひとつの良好な環境を形成して

いるように見える。この相補な関係を専用住宅に

適用し、2 軒で互いの環境を担保しあえる調和し

た状態の構築を目指す。

b )  隣との関係を見たとき

　商店街を構成する店舗併用住宅は独特な建ち方

をしている。以下にその特徴を 3つ挙げる。

　これらはいずれも商店街の間口の狭さや道路と

の距離の近さ、隣棟間隔の狭さに由来し、商店街

の敷地に特化した建ち方だと考えられる。

空地や軒下 等の屋外空間が、塀や庇等の簡

素な構造物を手がかりに覆われ、屋内空間

と同等に重要な場所として機能している。

店舗特有の存在感の強いファサードによっ

て、奥に控える居住空間を目くらましして

いる。

隣接する建物間の隙間が両者によって活発

に利用され、視覚上の敷地境界があいまい

になっている。

外構の空間化 ファサードの
カムフラージュ性

建物側面での
せめぎ合い

a )  1 軒として見たとき

▲近隣商業地域での建築制限▲デッドスペースと化す隙間 (深川資料館通り商店街）▲専用住宅が出現する商店街（深川資料館通り商店街）

　近年、店舗併用住宅が歯抜け状に専用住宅に建て替わり、住宅街化が進む商店

街が多く見られる。商店街の狭小敷地に建つ住宅は隣地境界に対して閉鎖的にな

りやい。特に近隣商業地域では、外壁が敷地境界に迫って建ちやすく、建物の隙

間は暗いデッドスペースと化している。

１軒単位１軒単位での専用住宅化

店舗併用住宅店舗併用住宅の観察

提案＿パタン・ランゲージパタン・ランゲージを用いた住宅設計手法

商店街から住宅街への移行における連鎖的な住宅設計手法の提案

―店舗併用住宅の特徴から導くパタン・ランゲージ―

　近年、商店街では歯抜け状に店舗併用住宅の専用住宅化が起こり、いつか「商店街」は「住宅街」

に変容するかもしれない。狭く建てこんだ商店街の敷地に、どう住宅街としての環境をつくるべきか。

　住宅を“一軒”建てることが、商店街に良好な居住環境をつくることに繋がるように、 店舗併用住

宅の建ち方からパタン・ランゲージを考案し、それを用いた相補的な住宅設計を試みた。

　計画建物と隣の建物の間に相

補な関係を構築し、互いの居住

環境にとってメリットをつくる。

　C.Alexander の「パタン・ランゲージ」の考えを用いて、部分から全体をつくる。1 軒の

住宅設計から街へと波及させる。

a ) 隣の建物との調和 b ) ボトムアップの設計手法

　『パタン・ランゲージ』
1984 年 /C.Alexander 著
鹿島出版会

　カスケード状のダイアグラム
『時を超えた建設の道』/1993 年

C.Alexander 著 / 鹿島出版会 より

 　店舗併用住宅を観察し、商店街に「住む」た

めに必要な 6 つの要求に適う建ち方を「パタン」

として抽出した。

　また、採光・通風等の居住環境の向上のため

に新たに 6個のパタンを創作した。

　これにより得られた合計 54 個のパタンを用い

て、商店街に専用住宅を設計する。
縄張り強調 雨よけ 個性通風採光 視線

千住ミリオン通り商店街

柳原商栄会

柳原商店街

東町商店街

深川資料館通り商店街

経堂小学校通り三ツ和会商店街

金町末広商店街

砂町銀座

地蔵坂商店街

谷中銀座

よみせ通り商店街

パタンパタンの抽出

【6 つの要求】【サンプル対象商店街】

4　一枚ファサード2　入れ子壁 3　くぼみ窓1　セパレートファサード

15　よりそう小屋 16　壁ポケット

22　隙間ゲート

18　手がかりにして覆う17　おくゆき鉄骨階段

19　わき腹チラ見せ 21　トンネル路地20　わき腹に入口 26　花壇塀25　でしゃばる塀

29　ちいさなサッシ

23　ナワバリペイント 24 ギリギリの塀 27　バレないバルコニー

30　境界の柱28　引き戸ファサード 32　わき見窓31　すこしの段差 34　お店やさん玄関33　息継ぎ開口 35　継ぎ足し庇

37　片寄せ開口

36　窓ポケット

38　壁あるところに庇 40　親しげな腰窓

46　おくの段差

39　抑圧される勾配屋根 42　スキップフロア41　看板トップライト 43　半透過の素材 45　わき腹吹き抜け44　埋まる窓

48　継ぎ目窓47　突きつけ縁側 50　一文字庇 52　見下ろす肘掛窓51　ミセ空間と奥の間 53　たれ壁のフトコロ 54　窓のない壁49　カメレオン仕上げ

9　でしゃばる袖壁

13　ハラマキファサード 14　後付けバルコニー

8　ギャップ仕上げ

11　ちょっとした窓手すり 12　シャッターフレーム10　奥の素材感

6　はみ出る庇5　ボリューミィ庇 7　ツイストファサード



2) パタンのコーディネートコーディネート

パタン・カードパタン・カードの制作

1) 隣の建物との調和調和

２つ２つの関係

1セパレートファサード

2入れ子壁

3くぼみ窓

4いちまいファサード

5ボリューミィ庇

6はみ出る庇

7ツイストファサード

8ギャップ仕上げ

9でしゃばる袖壁

10奥の素材感

12シャッターフレーム

13ハラマキファサード

14後付けバルコニー

15よりそう小屋

17奥行き鉄骨階段

19わき腹チラ見せ

20わき腹に入口

21トンネル路地

22隙間ゲート

23縄張りペイント

25でしゃばる塀

26花壇塀

27バレないバルコニー

28引き戸ファサード

29小さなサッシ

30境界の柱

31少しの段差

32わき見窓

33息継ぎ開口

34お店やさん玄関

35継ぎ足し庇

36窓ポケット

37片寄せ開口

38壁あるところに庇

39抑圧される勾配屋根

40親しげな腰窓

41看板トップライト

42スキップフロア

43半透明の素材

44埋まる窓

45わき腹吹き抜け

46奥の段差

48継ぎ目窓

50一文字ひさし

51ミセ空間と奥の間

52見下ろす肘掛窓

53たれ壁のフトコロ

54窓なし壁

11ちょっとした窓手すり

16側面壁ポケット

18手がかりにして覆う

24ギリギリの塀
47突きつけ縁側

【コーディネート例】

24 ギリギリの塀 と組み合わせるパタン

1 )  隣の建物との調和 2 )  パタンのコーディネート

54 個のパタンをランゲージ化するため、2つの関係を考える。

１つのパタンから

住宅全体へ展開させる

隣の建物の形を参照し、

それと調和する建ち方を導く

パタンのコ ディネ

26　花壇塀24 ギリギリの塀

24 ギリギリの塀

30　境界の柱

32　わき見窓 33　息継ぎ開口 44　埋まる窓

48　継ぎ目窓 54　窓のない壁

21　トンネル路地20　わき腹に入口13　ハラマキファサード

　階段のおかげで 2 軒の隙間が広

がり、階段上部では採光条件が有

利に、下部は開放的で涼しい空間

になっている。

　これを活かすため、階段に面し

て積極的に開口を開け、境界はで

きるだけ開放的につくる。

17　おくゆき鉄骨階段

【隣の建物】に

がある場合 ...

【計画建物】に

　　　　　　       適用するべきパタンは ...

採用

11ちょっとした窓手すり 16壁ポケット 18手がかりにして覆う 47突き付け縁側

4
いちまいファサード

5
ボリューミィ庇

6
はみ出る庇

7
ツイストファサード

8
ギャップ仕上げ

9
でしゃばる袖壁 13

ハラマキファサード 14
後付けバルコニー

15
よりそう小屋

17
奥行き鉄骨階段

19
わき腹チラ見せ

22
隙間ゲート

25
でしゃばる塀

26
花壇塀

30
境界の柱32

わき見窓

33
息継ぎ開口

37
片寄せ開口

38
壁あるところに庇

42
スキップフロア

44
埋まる窓

45
わき腹吹き抜け

46
奥の段差

48
継ぎ目窓

49
カメレオン仕上げ

54
窓なし壁

20
わき腹に入口

21
トンネル路地

24
ギリギリの塀43

半透明の素材

47
突きつけ縁側

53
たれ壁のフトコロ

42スキップフロア

23縄張りペイント

34お店やさん玄関

46奥の段差

12シャッターフレーム

25でしゃばる塀

32わき見窓

18手がかりにして覆う

14後付けバルコニー

38壁あるところに庇

20わき腹に入口

21トンネル路地

6はみ出る庇

37片寄せ開口

30境界の柱

17奥行き鉄骨階段

35継ぎ足し庇

53たれ壁のフトコロ

27バレないバルコニー

15よりそう小屋

47突きつけ縁側

19わき腹チラ見せ
48継ぎ目窓

28引き戸ファサード
5ボリューミィ庇

9でしゃばる袖壁

44埋まる窓1セパレートファサード 36窓ポケット

31少しの段差

8ギャップ仕上げ

26花壇塀

16側面壁ポケット

2入れ子壁

33息継ぎ開口45わき腹吹き抜け

24ギリギリの塀

50一文字ひさし

41看板トップライト

29小さなサッシ7ツイストファサード

3くぼみ窓

40親しげな腰窓

13ハラマキファサード

4いちまいファサード

51ミセ空間と奥の間
22隙間ゲート

11ちょっとした窓手すり 43半透明の素材

54窓なし壁 52見下ろす肘掛窓 39抑圧される
勾配屋根

10奥の素材感

隣の建物 計画建物

5　ボリューミィ庇

窓台

6　はみ出る庇 8　ギャップ仕上げ 9　でしゃばる袖壁 13　ハラマキファサード

14　後付けバルコニー 15　よりそう小屋 17　奥行き鉄骨階段 19　わき腹チラ見せ 20　わき腹に入口 21　トンネル路地

22　隙間ゲート 24　ギリギリの塀 26　花壇塀 30　境界の柱 32　わき見窓 42　スキップフロア

43　半透明の素材 45　わき腹吹き抜け 47　突きつけ縁側 48　継ぎ目窓 53　たれ壁のフトコロ 54　窓なし壁

24 ギリギリの塀

　敷地いっぱいに建物が建ち、それでもなお塀をつく

る。よく見ると局所的に棚になったり、窓を覆い隠し

たり。塀は塀以外の役目を担っている。

20
わき腹に入口

21
トンネル路地

43
半透明の素材

47
突きつけ縁側

53
たれ壁のフトコロ

24　ギリギリの塀

　目隠しと境界の役割をしてくれるので、こちらの境

界は比較的開放的につくれる。

トタントタン

■(11) 手近な窓手すり と一緒に使うと窓と外構を一

体的に使うことができる。

■外壁との距離は、(16) 側面壁ポケット で調整する。

■(18) 手がかりにして覆う、(47) 突きつけ縁側 によっ

て隙間を有効活用できる。

棚になる

隙間に
植栽

窓台の
延長

見せたくないものを覆う

ブロック塀

24　ギリギリの塀

１.　パタンのイメージ
【イメージ写真】

３.　パタンのコーディネート
【イラストとテキスト】

２.　隣との調和
【相補のダイアグラム】

　パタンの関係を記述したハガキ大

のパタン・カードを制作した。この

中にパタン・ランゲージが組み込ま

れている。

　1 つのパタンは、最大で 3 種類の

カードによって説明される。

　これをツールとして、商店街に専

用住宅を設計していく。

24　ギリギリの塀　　のパタン・カード

隣との調和を示したネットワーク図

コーディネート例】
窓台の代わり

見せたくないものを覆う

ディスプレイ棚

コーディネートを示したネットワーク図

相補のダイアグラム

コーディネート例のイラスト

増幅 補完 攻防 回避

　敷地境界を挟んで隣り合うパタンの調和を考え、各パタ

ンと相補な関係を持ちうるパタンの組み合わせをダイアグ

ラムによって示す。その際、前述した店舗併用住宅におけ

る相補な建ち方のタイポロジーを参考にする。

　パタンのコーディネートを考え、イラストで表す。相性

の良いパタンをひもづけしてネットワーク図を作成した。

　これにより、1 つのパタンから芋づる式に他のパタンを

導くことができ、部分から全体の設計が可能になる。

　相性の良いパタンが近接して

配置されている。



対象商店街　

住人設定の違いによる多様性　 設計者の違いによる多様性　
ケース・スタディの概要

2軒での相補な関係　

( A )  5 4 窓なし壁  で視線を避ける

32 わき見窓 で視線をそらす

( B )  1 7 奥行鉄骨階段  と  3 2 わき見窓  によって生じる側面空地を繋げる

34 わき見窓

17 奥行鉄骨階段の上部の抜け
から光を取り込む

上部の抜け

54 窓なし壁　にバルコニーを突き

つける

A

17 奥行鉄骨階段 の上部や下部の

抜けを活用する

B

隣接するバルコニーからの視線を

32 わき見窓 で回避する

C

15 よりそう小屋 の上部の抜けに向

かって 14 後付けバルコニー が張

り出す

D

 54 窓なし壁 で視線を避ける

( C )  3
2 わき

見窓  で
視線を

そらす

(D )  1 4 後付けバルコニーの上部の抜け

から光を取り込む

上部の抜け

43半透明の素材　に 24 ギリギリの塀を合わせる

　各住宅の採用パタンのネットワーク図

を見ると、同じ敷地・同じ条件下でもパ

タン選択者が異なると選ぶパタンも異な

り、多様な構えの住宅が生まれる。

　敷地のコンテクストによって、カード

に示されている以外のパタンの組み合わ

せにすることも可能である。

採用したパタン

隣から参照したパタン

カードに示された組み合わせ

カードに示されない
オリジナルの組み合わせ

【採用パタンのネットワーク図　凡例】

パタン・カードの【相補のダイアグラム】　に則って隣の建物と調和する建ち方を採用する。そうすることで、2軒間の隙間が立体的に繋がり、採光や通風等の居住環境が双方にとって向上する。

専用住宅
【建物用途】

店舗併用住宅
店舗
その他
空き家

0 10 205 50m

東京都墨田区向島五丁目
鳩の街通り商店街

【建物用途図】 【住宅詳細図】

対象敷地

【専用住宅詳細】

その他
しもたや

　沿道約 370m のうち、現役店舗は 44

軒、専用住宅は 58 軒 ( うち、かつて

商店だったしもた屋は 22 軒）で既に

住宅街化が進んでいる商店街である。

　今後、しもた屋や店舗併用住宅が、

徐々に専用住宅に建て替わる可能性が

ある。

　

　墨田区向島五丁目の鳩の街通り商店街を対象商店

街とする。

　この商店街は昭和３年に設立された寺島商栄会か

ら約 90 年の歴史を持つ商店街である。東京大空襲を

まぬがれたため、通りの道幅は戦前のままであり、

歩行者と店舗の距離が近い。商店は金物屋やおでん

種屋などの昔ながらのものに加え、空き店舗活性化

のためのチャレンジショップに取り組んでいる。

　墨田区・鳩の街通り商店街

N-1 N-2 N-3 N-4

0 1 2 5 10m

　対象敷地は、南側に商店街が通る2面接道

の敷地である。敷地N-2のしもた屋とN-3の
店舗併用住宅が専用住宅に建て替わること

を想定して設計を試行する。

▼建築概要

住宅 n - 2 b
■設計者（パタン選択者）：20 歳男性
　初めてパタン・カードを見る建築学

科の 3 年生。条件を参照しながら一緒

にパタンを選択した。　カードに則っ

た組み合わせ　　　　が目立つ。

住宅 n - 3
■設計者（パタン選択者）：筆者

　隣接する建物からうまくパタンを参
照することができないため、カードに

示された組み合わせから多数のパタン

を導いている。

2 0 2 0 年

2 0 X X 年

現状
20 1 7 年

建替え

設計：A 家の皆さん

施工：△△ハウス

建替え

N - 4

N - 3

N - 3

N - 2

住宅 n - 3

N - 2N - 1

敷地ID N-1 N-3 N-4
敷地面積 61 .96㎡ 54 .92㎡ 65 .13㎡
建ぺい率
容積率
既存建物 併用住宅 併用住宅 専用住宅
住宅ID - n-2a n-2b n-3 -
設計順番 - 1 -

住人設定 -
（新）40代夫婦

子2人
-

2
(旧）70代夫婦
30代息子1人

N-2
54 .52㎡

80％
240％

しもた屋

名称 鳩の街通り商店街
設立年 1928年
長さ 約370m
沿道建築数 94軒（東39、西55）
現役店舗数 44軒
用途地域 近隣商業地域
建ぺい率 80%
容積率 300%

防火
新たな防火規制区域
（一部防火地域）

高度地区 22m第3種高度地区

【設計条件】
■住人設定：
新しい住人 　A家
夫 (40)、妻 (40)、長女 (8)、次女 (6)

会社員の夫とパートの妻、小学生 2人。

■敷地：N-3
　敷地はかつてスナックだった店舗併

用住宅の跡地。南側に私道があり、3

面接道。駅からの近さ、自転車での便

の良さ、商店街ならではの歩行者優先

の街路に惹かれてこの地を選択。

■要求：
・商店街の喧騒から一歩引いた距離感。

・夫婦の友達がよく遊びに来る。

建替え 1：住宅 n - 3　

【設計条件】
■住人設定：
既存の住人　B家
夫 (72)、妻 (68)、息子 (38)

■敷地：N-2
　夫婦はかつて商店街で商いをしていた

が、数年前に店をたたんだ。現在は店舗

併用住宅を専用住宅にして暮らしている。

在宅でウェブデザインをする独身の息子

と同居している。

■要求：
・夫婦用の玄関と息子用の玄関を分ける。

・付近の店の人々とは長い付き合いであ

る。夫婦の玄関では、かつて店を営んで

いた頃のような、商店街とのつながりを

守りたい。

・息子の仕事場を 2階に設ける。

・1 階と 2 階の両方にキッチン・水回りを

設ける。

建替え 2：住宅 n - 2 a ,  住宅 n - 2 b　

　パタン・カードを用いて、隣の建物の

形を参照しながら、1 軒単位で専用住宅に

建て替えていく。

　住人設定  と 設計者  を変化させるこ
とによる住宅設計の 多様性  を検証する。

　住民の新 / 旧によって通りに対する開き方の要求が異
なり、住宅の構えが差別化される。

　公共空間としての店舗 / 私的空間の住宅  の性質を
併せ持つ店舗併用住宅からパタンを導くことで、プライ

バシーを担保しながら、通りと関わりを持つ住宅を設計

することが可能になる。

34 お店やさん玄関を採用し、通りを住宅に引き込む。

住宅 n - 2 b

20 わき腹に入り口を採用し、道路との距離を調整している。

住宅 n - 3

住宅 n - 2 a

28 引き戸ファサードを採用し、通りとの繋がりを意識する。

住宅 n - 2 a
■設計者（パタン選択者）：筆者

　隣から参照するパタン　　が住宅
n-3 よりも多い。これは、本手法を用

いた住宅 n-3 が隣接しているためであ

る。

　個人の嗜好でパタンを選んでいる部

分　　　　　が多い。

【住宅 n - 3】【住宅 n - 2 a】 【住宅 n - 3】【住宅 n - 2 b】

設計：B 家の皆さん

施工：○○工務店

設計：B 家の皆さん

施工：○○工務店

住宅 n - 2 a

住宅 n - 2 b

▲対象敷地図



両隣 N-2,N-4 の既存建物に使われているパ
タンを見出し、それと調和するパタンを選
択する。

n-2a ,  n-2b は
N-1 に建つ既存建物と、先に設計した n-3 の建ち
方を参照してパタンを選択する。

ケース・スタディ住宅　

36 窓ポケット

隣の 54 窓なし壁

5 ボリューミィ庇

44 埋まる窓

15 よりそう小屋

40 親しげな腰窓

53 たれ壁のフトコロ

46 奥の段差43 半透明の素材

室外機や照明

が収納される

庭のような窓台

隣家の壁を借りる
バルコニー

部分的に拡張される
内部空間 面的に光を集める 道行く人の目線とのずれ

庇から入ってくる柔らかな光

光を受け止め、内包する

通りとのつながり

29 小さなサッシ

隣の 19 わき腹チラ見せ

28 引き戸ファサード

10 奥の素材感

44 埋まる窓

41 看板トップライト

53 垂れ壁のフトコロ

46 突きつけ縁側32 わき見窓

窓を外から隠し、内向きにする

床を外まで延長する隣との競合を避ける窓

商店街との連続性

道路からの視線の

アイストップ

隣の外壁側面を、

取り込む

バルコニーなのか

窓なのか

34 お店やさん玄関

51 見下ろす肘掛窓 と　

34 お店やさん玄関 

を融合した外部吹き抜け

36 窓ポケット

25 わき腹吹き抜け

43 半透明の素材

46 奥の段差

外構のような素材でつくる

建物側面に光のコアをつくる

通りを取り込む

長手断面図 ( S = 1 : 5 0 )
n - 2 b

長手断面図 ( S = 1 : 5 0 )
n - 2 a

長手断面図 ( S = 1 : 5 0 )
n - 3

　まず、「通りと関わりを持つ玄関」をどう作るかを考える。【要素】の「入口」で検索し、開放感の高そうなものを選ぶ。玄関の戸を 28 引き戸ファサードにして道路との連続性をつくり、

12 シャッターフレームで玄関を外に広げようと思い立つ。その際、玄関に接した室のプライバシーを考慮し、10 奥の素材感からヒントを得て目隠しの腰壁を引き戸の奥に設け、タイ

ルで装飾する。引き戸とシャッターを設ける際に、道路から 700mm セットバックしたので、北側隣家の側面が露出している。この、隣家の 19 わき腹チラ見せを参照して、2 階の窓を

37片寄せ開口にし、隣家の壁とこの窓がつくる「コーナー」に日光を溜まらせる。窓は29小さなサッシにして植木鉢を置けるような11ちょっとした窓手すりを設置し、小さなバルコニー

のような窓にする。

　次に、息子の玄関について考える。息子と夫婦の生活リズムの違いを考慮して 2 階へのアクセスは 17 奥行き鉄骨階段を選択する。前面道路に面して 15 よりそう小屋があり、2 階部

分にゆとりを作っているので、これを生かすために鉄骨階段を、登り口を裏道側にして挿入する。すると、32 わき見窓の引っ込み部分に階段の幅だけ空地が広がり、より光が入りや

すくなった。階段下は 43 半透明の素材にして、この光を１階にも取り入れる。階段へ続く路地は南側隣家の 43 半透明の素材に面しているので、足元に 24 ギリギリの塀を立ち上げて

目隠しとする。階段の登り口のプライバシーを保つため、2階を階段の方へ一部張り出させて 21 トンネル路地をつくる。この張り出し部分の外壁によって、南側隣家 2階の 27 バレな

いバルコニー側面からの視線を避けることができる。北側隣家の 54 窓なし壁に接していても光と風を取り入れるために、1 階と 2 階にまたがる 32 わき見窓をつくる。北側の寝室の、

隣家に面した部分に、53 垂れ壁のフトコロを作って視線を足元に向けさせ、落ち着きのある窓辺を演出する。この時、隣家の 54 窓なし壁へ向けて 47 突きつけ縁側をつくり、側面空

地の領域をはっきり定義する。わき見窓によって、前面道路側に幅 700mm の空地ができたので、道路際だけ 25 出しゃばる塀をつくり、縄張り強調と植木鉢等を置ける場所づくりをする。

敷地 N2 は矩形ではなく、裏道に沿って角度がついている。この角度を生かすために、1 階は敷地境界線に平行に、2 階は角度を振った外壁をつくり、7 ツイストファサードにする。1

階の外壁を立ち上げて 36 窓ポケットをつくり、設備バルコニー兼物干し場とする。39 抑圧される勾配屋根にし、南側の外壁を高くして屋根を北側に流しファサードには北側隣家の

側面外壁（19 わき腹チラ見せ）に突きつけるように 50 一文字庇を取り付け、アクセントにする。

　まず、「通りと関わりを持つ玄関」をどう作るかを考える。【要素】の「入口」で検索し、開放感の高そうなものを選ぶ。34 お店やさん玄関 と 28 引き戸ファサード と 51 ミセ空

間と奥の間 が当てはまる。51 では、ミセ空間の部分の使われ方がうまくイメージできなかったため、34 お店やさん玄関を選択。これにより、表通りに面してお店やさん玄関を挟ん

で居間・台所・食堂を配置。お店やさん玄関と類似の 51 ミセ空間と奥の間を参照すると、前面道路に面して吹き抜けなどの緩衝空間を設けるようにとアドバイスがあったため、ミセ

空間の上部を屋外の吹き抜けにする。2階吹き抜け部分は、52見下ろす肘掛け窓で採光し、2階の吹き抜けに面した壁を一面ガラスにして1階のお店やさん玄関とのつながりをつくった。

南側隣家に 32 わき見窓があり、これを生かす。表通りの方を向いた 32 わき見窓を、隣のものとは少しズラして配置し、2 軒で隙間を広げる。わき見窓に面して水回りを配置し、通風

を促進する。（ゾーニングの決定）寝室を水回りに接して設けると、裏通りに面する。裏通りからの視線を避けるために隣家と同じ高さだけ 46 奥の段差をつくり道路との境界をつくる。

隣家の 43 半透明の素材による人影が気になるので、物干し場のレベルから腰ぐらいの高さまで 24 ギリギリの塀を設けて目隠しにする。そうすることで、隣家のリビングでの採光を

妨げない。

　次に、息子の玄関を考える。54 窓なし壁 が北側隣家に見られたので、そこから 22 隙間ゲート を導き、北側隣家の外壁と一体感を持たせる。その奥にくぼませた玄関をつくる。

玄関を入ってすぐに階段室を設ける。階段部分が接する外壁を、地面から高さ 1800mm だけ立ち上げ、それより上部は 43 半透明の素材（ガラスブロック）でつくり、階段上部にトップ

ライトを開けて光を集める 45 わき腹吹き抜けをつくる。2 階のバルコニーは日当たりの見込めそうな表通り側に取りたい。南側隣家 ( 住宅 n-3）の 15 よりそう小屋によってできる 2

階部分の空隙を生かし、2 軒の隙間に 14 後付けバルコニーを挿入する。屋根は、南側隣家と勾配の向きを揃えると建売住宅のように見えて嫌だったため、切妻屋根にする。北側隣家

の窓なし壁に隣接させた階段室に天空光を落とすためにトップライトを設ける。

裏通り側のファサードは、2階の窓に 36 窓ポケットを作って南側隣家の 36 窓ポケットと連続させる。

　まず、南側私道の抜けを生かすことを考え、「採光」のパタンを参照する。意外に私道の人通りが多いのでプライバシーを守るため、私道に面して 45 わき腹吹き抜けを設ける。吹

き抜け内には階段を挿入し、奥行方向に抜けをつくる (17 奥行き鉄骨階段 )。次に、落ち着いた玄関について考える。の「入口」と「動線」、「視線」の 3 つのタブを参照し、20 わき

腹に入り口を選択する。玄関が明るくなるように、南側の私道に面して玄関を設ける。私道を通行する人に対して敷地境界を明示するために 25 でしゃばる塀を敷地境界線に沿って設

ける。玄関周りはこの塀を 26 花壇塀にし、自転車や荷物を運び入れやすくする。この境界状の塀を 18 手がかりにして覆い洗面所のプライバシーを高める。奥まった玄関でも前面道

路の様子を伺うことが出来るように、前面道路に面して 40 親しげな腰窓を作る。訪ねてくる人に玄関らしさが伝わるよう、玄関へのアプローチに張り出して 6 はみ出る庇を付ける。

庇を 5 ボリューミィ庇にして少ない出幅でも雨を避ける。庇の下部は駐輪場にする。日当たりと人目を考慮し、南側角部分に 14 後付けバルコニーを設置する。このバルコニーが、玄

関上部の庇の役目もする。前面道路からの視線を避けるために、ボリューミィ庇でバルコニーの手すりを隠すようにして 27 バレないバルコニーをつくる。2 階の正面には大きな掃き

出し窓を付けるが、ボリューミィ庇で窓を半分ほど 44 埋まる窓にし、光を取り入れながらも道路から覗き込まれることを防ぐ。北側隣家 (N-2) の外壁が 54 窓なし壁なのでこちらが

窓を開けても採光は望めない。従って壁をズラした隙間から光を取り入れる(32わき見窓 )。また、北側隣家(N-2)の外壁が、道路から900mm奥に入った部分まで 8ギャップ仕上げになっ

ており、それより奥の壁はあまりきれいに仕上げられていない。よって 1 階の外壁は 900mm まで後退させてテラスをつくり、46 奥の段差を高さ 600mm 設けて裏通りを歩く人との視線の

高さをずらしてプライバシーを守る。2 階のバルコニーは、キッチンを明るくするために、キッチン部分を躯体から 400mm 飛び出させ、15 よりそう小屋の中に収め、その屋根を 43 半

透明の素材にして天空光を取り入れる。このキッチンの張り出しもわき見窓に組み込まれている。この窓なし壁に接する外壁は柱を現して（30 境界の柱）半透明の素材でつくり (43

半透明の素材 )、また、2 階寝室の存在を道路から目くらましするために、13 ハラマキファサードを裏通りから私道にかけて巡らせ、裏通りに面した所では下部に 53 たれ壁のフトコ

ロを出して 1 階テラスの室外機や照明器具などを覆い隠す。南側側面では、ハラマキファサードとわき腹吹き抜けを融合させ、ハラマキに階段室を内包させる。2 階のバルコニーは北

側隣家の 54 窓なし壁に突きつけて開放的につくり、ハラマキファサードで前面道路からの視線を避ける。2 階寝室の裏通りに面した窓は目線の高さにし、ハラマキの高さを調整して

36 窓ポケットを設け、植木鉢などを置いて窓辺を彩ることができる。ロフト部分の仕上げ材をハラマキファサードから切り替えて建物全体のボリュームを小さく見せる（1 セパレー

トファサード）。南側私道に雨樋を出さないために屋根の西側と南側にパラペットを立ち上げ、屋根は北に向かって葺く (39 抑圧される勾配屋根 )。

敷地：N-2

しもた屋

敷地：N-1

店舗併用住宅

敷地：N-1

店舗併用住宅

敷地：N-4

専用住宅

敷地：N-3

提案住宅 n-3

建替え

建替え

32 わき見窓

34 お店やさん玄関

51 ミセ空間と奥の間

52 見下ろす肘掛け窓

46 奥の段差

24 ギリギリの塀

22 隙間ゲート

43 半透明の素材
（ガラスブロック）

45 わき腹吹き抜け

14 後付けバルコニー

36 窓ポケット

20 わき腹に入り口

40 親しげな腰窓

25 でしゃばる塀

26 花壇塀

18 手がかりにして覆う

6はみ出る庇

5ボリューミィ庇

14 後付けバルコニー

27 バレないバルコニー44 埋まる窓

32 わき見窓

46 奥の段差

17 奥行鉄骨階段

15 よりそう小屋

43 半透明の素材

43 半透明の素材

30 境界の柱

13 ハラマキファサード

53 たれ壁のフトコロ

36 窓ポケット

39 抑圧される勾配屋根

54 窓なし壁

8ギャップ仕上げ

54 窓なし壁
19 わき腹チラ見せ

54　窓なし壁

28 引き戸ファサード
12 シャッターフレーム

10 奥の素材感

37 片寄せ開口

29 小さなサッシ

11 ちょっとした窓手すり

17 奥行き鉄骨階段

43 半透明の素材

21 トンネル路地
( 下部 )

24 ギリギリの塀
32 わき見窓

32 わき見窓

25 出しゃばる塀

7ツイストファサード

36 窓ポケット

39 抑圧される勾配屋根

50 一文字庇

54　窓なし壁

45 わき腹吹き抜け

【設計のシナリオ】 【設計のシナリオ】 【設計のシナリオ】

敷地：N-2

提案住宅 n-2a
敷地：N-2

提案住宅 n-2b

0 1 2 5 10m

0 1 2 5 10m

店

1

10 奥の素材

け窓

0 1 20.5 5m 0 1 20.5 5m 0 1 20.5 5m

建替え 1建替え 2
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